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1主な対象疾患、診療内容1主な対象疾患、診療内容

2特　色

3ご紹介いただくときの留意事項

■各診療科の対象疾患に応じて、腫瘍性疾患・炎症性疾患・循環障害・他多岐に及ぶ各種疾患について病理
　学的診断を行っています。
■腫瘍性疾患に対する免疫組織化学的検索、腎糸球体病変や皮膚疾患に対する蛍光抗体法、腎疾患や腫瘍
　性疾患に対する電子顕微鏡的検索など、必要に応じて対応しています。
■細胞診では、免疫細胞化学的検索のほか、セルブロック作成による組織学的検索にも対応しています。
■現在スタッフは、常勤病理医2名（うち専門医1名）に加えて、非常勤医師としてそれぞれ専門領域の異な
る複数の病理専門医の協力を得て、各診療科にわたる幅広い領域の疾患に対応しています。診断におい
ては診断困難例や悪性例の専門医による診断のダブルチェックを実施しているほか、病理コンサルテー
ションシステムを用いて各種専門的疾患に対しても質の高い病理診断を得られるように心がけています。
■院内の病理解剖は、CPC（臨床病理検討会）を開催し、初期研修医によるCPCレポート作成を推進してい
ます。ご紹介患者さんが当院にて病理解剖をされた場合は、院内CPCにぜひご参加ください。なお、期日等
詳細は各診療科の担当医にご確認ください。

■院外から病理解剖依頼については、大学病院等をご紹介させていただいています。ただし、当院での診療
歴のある患者さんに限りましては、状況により申し受けることも可能です。詳細についてはお問い合わせ
ください。

■患者さんを各科へ紹介していただく場合、貴院ならびに検査センター等にて検討された病理診断や   
　病理標本がありましたら、病理診断報告書や病理標本をあわせてお送りください。前医標本を確認すること
　により、検査の重複が避けられ、患者さんの負担軽減につながります。
■当院から逆紹介の患者さんについても、同様に病理診断報告書と標本の貸し出し・提供に応じています。
必要の際にはお問い合わせ下さい。

■生検組織診断、手術組織診断、細胞診断、術中迅速診断（組織診・
細胞診）、病理解剖など、人体病理・外科病理を全般的に取り扱ってい

　ます。

氏　名 役　職 専門分野 紹介していただきたい疾患又は症状
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非常勤　前部長

・人体病理
・腫瘍病理（特に、肺腫瘍、悪性リンパ腫）
・病理解剖

・人体病理
・病理解剖

・人体病理
・血管炎の病理
・糸球体腎炎の病理

医師一覧

ほか非常勤病理医2名 

Facility information

ヘリポート（場外離着陸場）
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一般病棟
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一般病棟

一般病棟

小児病棟 PICU 新生児病棟（NICU・GCU）

血管造影室手術部門 ICU

一般外来 カフェ 外来化学療法室 中央処置室 薬局 中央採血室

放射線治療
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レストラン コンビニ 放射線診断 小児外来 総合受付総合診療

一般病棟

一般病棟

一般病棟

一般病棟

一般病棟

産科病棟

事務部門などHCU

生理・検体検査 内視鏡センター  会議室

時間外受付松戸市夜間小児
急病センター救命救急センター

PICU=小児集中治療室　GCU=継続保育・新生児治療回復室　NICU=新生児集中治療室　ICU=集中治療室　HCU=高度治療室・準集中治療室

■ 一般病棟（５～９階）
　  東西に病棟を設け、各病棟の中心にスタッフステーションを配置することで、看護の迅速化を図っています。

■ 中層階（３・４階）
　  手術室、ICU・HCU、小児・周産期部門を配置し診療機能の
　  集約を図っています。

■ 低層階（１・２階）
　  病院機能の核となる外来部門、救命救急センター、
　  検査部門等を集約し動線の効率化を図っています。

■ アメニティ施設
レストラン・コンビニを1階、カフェを2階のホスピタルストリートに面して配置し、利便性を高めています。

▲4床室

▲NICU▲救急搬送

施設のご案内

リハビリ室

機能回復室




